
　子ども優先のまちづくりを軸とした未来への投
資である。
　小学校へのＣＢＴ導入や中学校の楽器購入、産
後ケア拡充 、市公式ＬＩＮＥの機能強化、おく
やみコーナー設置等のＤＸ推進を高く評価する。
　一方、良質なサービス維持には現場の「人」が
不可欠だ。職員が誇りを持って働き続けられる環
境整備と必要な人員の確保を強く求める。

　編成の内容は物価高騰への対応をはじめ、市民
活動や市内イベントの活性化、子どもと子育て家
庭への支援、災害対策の強化や、行政サービスの
デジタル化等々について引き続き実施するため
に、賛同ができるものであったと考える。
　しかし、外国資本の入ったコミュニケーション
アプリによる市民サービス強化の取り組みが行わ
れたことについて懸念を表明する。利便性が高ま
るが、今後国産アプリの開発や必要性について弊
害になると考える。国の未来を見据えて舵をきっ
てほしい。

　物価高騰から市民生活を支援するため、市独自
財源を投入するという政策判断がどうして大胆に
できないのか。自立した政策判断を市民目線に立
って積極的に展開するよう求める。
　収入のない子どもたちにまで受益者負担を機械
的に押し付けるのではなく、撤回して体育館や野
球場などは無料にすべきである。
　戦争の足音が近づいてくる中、平和をつくる仕
事が太い柱として位置づけられていない。抜本的
に充実する必要がある。

　歳入では、市税収入の増収見込みに加え、国庫
支出金や地方交付税の確保、基金の活用などによ
り、厳しい財政状況の中でも必要な財源確保に努
め、安定した財政運営を図っている。
　また、歳出では、子育て支援や高齢者福祉など
民生費を中心に、市民生活を支える施策が重点的
に進められている。
　物価高騰や社会保障費の増加が続く中にあって
も、市民生活を守りながら将来に向けた施策を着
実に進める予算として評価する。

　本予算は過去最大規模となり、市税増収は地域
の魅力向上や経済動向の好転による成果と評価で
きる。
　歳出では、防犯・防災対策の充実、子育て支援
や福祉施策の拡充、DX推進による利便性向上、
公共施設の整備など、幅広い分野に必要な施策が
計上されている。
　一方で、義務的経費の増加など財政の硬直化に
は留意が必要であるが、基金や市債を適切に活用
し、財政規律にも一定の配慮がなされており、持
続可能なまちづくりに資する予算と判断した。

未来を支える礎となる予算 外国資本アプリの機能強化に懸念

自立した政策判断で事業執行を市民生活守る予算を評価

持続可能なまちづくりに資する予算

会派に属さない議員　民部佳代	議員 会派に属さない議員　金濵高顕	議員

日本共産党　塚越洋一	議員公明党　古越孝子	議員

青藍会　鈴木宏樹	議員

反
対

反
対

反
対

反
対令和８年度

一般会計
　予算討論

賛成多数で可決

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対
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市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
と
教
員

の
負
担
軽
減
を
目
指
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
単
元
テ
ス
ト
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
地
震
、
洪
水
、
内
水
の
各
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
統

合
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

教育

防災

防犯

安
全
・
安
心
の
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

タ
ブ
レ
ッ
ト
テ
ス
ト
導
入

で
期
待
さ
れ
る
効
果

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

統
合
さ
れ
て
防
災
ブ
ッ
ク
に

防
犯
推
進
事
業

教
育
支
援
事
業

災
害
対
策
事
業家族で話し合ってみてね

テストの実際の画面

令和 8年度予算 ピックアップ事業

　
市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
犯
罪
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
と
し
て
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

　
地
域
を
守
る
目
と
し
て
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
治
安

の
改
善
の
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
本
年
６
月
ま
で
に
入
札

契
約
手
続
き
を
行
い
、
７
月

か
ら
９
月
に
設
置
工
事
、
運

用
開
始
は
10
月
か
ら
を
予
定

し
て
い
る
。

　
設
置
す
る
該
当
地
域
は
。

　
本
市
に
お
け
る
街
頭
犯

罪
の
発
生
状
況
に
、
県
わ
が

ま
ち
防
犯
対
策
推
進
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
犯
罪
抑

止
の
重
点
地
域
の
ほ
か
、
東

入
間
警
察
署
と
協
議
に
よ
り

選
定
を
考
え
て
い
る
。

　
デ
ー
タ
管
理
方
法
・
運

用
は
。

　
撮
影
し
た
録
画
映
像
は
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
内
の
記
録

媒
体
に
保
管
さ
れ
る
。
そ
の

デ
ー
タ
管
理
は
情
報
管
理
の

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
本
年
６
月
ま
で
に
入
札

契
約
手
続
き
を
行
い
、
７
月

か
ら
９
月
に
設
置
工
事
、
運

用
開
始
は
10
月
か
ら
の
予
定

し
て
い
る
。

　
該
当
地
域
は
。

　
本
市
に
お
け
る
街
頭
犯

罪
の
発
生
状
況
に
、
埼
玉
県

わ
が
町
防
犯
対
策
推
進
事
業

補
助
金
を
活
用
で
、
犯
罪
抑

止
の
重
点
地
域
の
ほ
か
、
東

　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
の

単
元
テ
ス
ト
を
導
入

す
る
狙
い
と
効
果
は
。

　
テ
ス
ト
後
す
ぐ

に
結
果
が
判
明
す
る

た
め
、
児
童
・
生
徒

は
自
身
の
弱
点
を
即

座
に
把
握
し
、
学
び

直
し
に
つ
な
げ
ら
れ

る
。

　
教
員
に
と
っ
て
も
、

自
動
採
点
に
よ
り
業

務
の
効
率
化
が
図
れ

る
ほ
か
、
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
一
人
ひ

と
り
の
理
解
度
に
応

じ
た
、
個
別
最
適
な

学
び
の
提
供
が
可
能

と
な
る
。

　
テ
ス
ト
と
教
材

　
防
災
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
。

　
地
震
、
洪
水
、
内
水
の

各
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
及
び
地

域
防
災
計
画
の
概
要
版
を
取

り
ま
と
め
て
1
つ
の
冊
子
と

し
、
情
報
を
集
約
す
る
こ
と

で
、
災
害
リ
ス
ク
を
認
識
し
、

適
切
に
行
動
す
る
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

役
立
つ
防
災
ブ
ッ
ク

を
目
指
し
作
成
す
る
。

　
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

記
載
し
て
い
る
防
災

情
報
等
の
内
容
を
一

元
化
し
、
新
た
に
ペ

ッ
ト
防
災
等
の
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
、

よ
り
充
実
し
、
分
か

り
や
す
い
内
容
と
す

る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

徹
底
及
び
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
を
十
分
に
配
慮
し
、

適
正
で
効
果
的
な
設
置
運
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
周
辺
住
民
に
配
慮
し
た

設
置
場
所
は
。

　
東
電
な
ど
の
電
信
柱
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
な
ど
高
さ
が
５
ｍ

程
度
の
所
に
設
置
し
、
基
本

的
に
は
民
家
な
ど
が
映
ら
な

い
角
度
で
映
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
単
元
テ
ス
ト
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ

と
デ
ジ
タ
ル
学
習
教
材
に
つ

い
て
、
今
後
１
年
間
か
け
て

教
材
研
究
・
教
材
開
発
を
し

て
い
き
た
い
。

　
令
和
９
年
４
月
発
行
の

市
報
に
併
せ
て
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
防
災
ブ
ッ
ク
の
仕
様
は
。

　
Ａ
4
判
で
48
ペ
ー
ジ
程

度
の
冊
子
を
予
定
し
て
い
る
。
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